頭蓋咽頭腫における石灰化巣形成過程の組織学的研究 by 佐藤 一史
932 金沢大学十全医学会椎誌 第96巻 第5号 932－944く19871
頭蓋咽頭腫に おける石灰化巣形成過程 の組織学的研究
金沢大学医学部脳神経外科学講座 く主任 こ 山本信 二郎教授1
佐 藤 史
く昭和62年10月28日 受付1
頭蓋咽頭腫の石灰化巣形成過程に つ い て エ ナ メ ル 上 皮腫型腫瘍 10例， 扁平 上 皮型腫瘍 9例の 計 19
例を対象に 光顕的， 電頗的検索， な ら び に 石灰化組織の X 線解析 を行な っ た ． 石 灰化は
エ ナメ ル 上皮腫型
腫瘍で は全例に 認め られ たの に 対 し， 扁平上皮型腫癌 で はい ずれ に も認め ら れ な か っ た ． エ ナ メ ル 上 皮腫
型腫瘍 は実質上皮細胞 と線推性の問質組織よ り形成さ れ て い た ． 実質上 皮細胞 は基底層， 中間層お よ び内
層の 三 層構造 を呈 し， 後 二 者の 細胞層内に は角質細胞巣が散在性 に み られ た． 光顕的 に は， 角質細胞は変
性に おち い っ て核の 消失 して い るも の が多 か っ た ． 石灰沈着 は全例角質細胞巣内に 認 め られ た． 電顕的に
は， 角質細胞 に は核が 残存 した もの と 消失 し たも の の 両者が み られ た． しか し， 大部分の 角質細胞 は変性
にお ち い っ て核 は消失 して お り， 張原線維以外の 細胞内小器官も消失 して い た． 核の 消失した 角質細胞の
張原線維の間隙に は細胞の 残層と と も に 径0．15へ 0．5月 m の単位膜 に 包 まれ た類円形小体が 多数認 め られ
た． 一 部の類 円形小体の 内部ある い は表面 に は径約10n m， 長 さ 0．05
へ 0 ．1月m の針状結晶の 集積が観察さ
れ た． 針状結晶が放射状ある い は同心 円状 に 沈着した 類円形小体が多数集束す る と張原線推を骨格と し た
大き な石灰化巣が形成さ れ る も の と推定され た ． 針状結晶 は微小 X線分析 で はカ ル シ ウ ム と燐 よ り構成さ
れ て お り， X 線回析 に よ り水酸化燐灰石 くbydr o xyapatitel で ある こ と が確認 され た． 以 上 よ り，
エ ナメ
ル 上 皮腫塾の頭蓋咽頭腰の 石灰沈着は角質細胞 に 由来 す る類円形小体 に は じま り， 張原線雄 を骨格 と して
大き な石灰化臭が形成 さ れる こ と が示 唆 され た．
Eey w o rds cr a niopha ryngio m a， C alcific ation， m e mbr an e
－bo u nd r o u nd
v esicle， tO n Ofibril， fin e str u cture
頭蓋咽頭歴は頭蓋咽頭管の 遺残細胞 を起源と し， 下
垂体柄部に 発生 す る脳腫瘍 で ある り21． 本腫瘍は欧米 で
は 全頭蓋内腫瘍 の 2．5旬 3．0％2131と報告 さ れ て い る の
に 対 し本邦で は 5．8％4Iを占め ， 日本人 に比 較的多い 脳
腫瘍と い え る． 1926年 Critchley らりは 本腰瘍 の組織
構造 を エ ナ メ ル 上 皮腫型と扁平上皮型 に 分類 し たが ，
前者 は特 に 石灰化の傾向が強く ， トル コ 鞍部に み られ




し頭蓋咽頭腰 に お ける 石灰化巣に 関す る電顕的記載 は
比較的少な く7ト1り， こ と に 初期の 石灰化像の 報告は著
者が調べ 得た 限り見当た ら な い ．
生体組織の 石灰化の機序 に 関 し て， Bo n u c ci
1 2I1 31と
Ande rs o n川 は そ れ ぞれ 正 常発育動物 の 関節軟骨 の 石
灰化巣内 に 超微細構造上 単位膜 に つ つ ま れ た 直径
0．03旬 1．0ノバ n の 類 円形の小体 を発見 した ． そ して 本
小体 を osmiophilic body
1 21
， C alcifying globules1 3鳩
るい は m atrix v esicle1 41と呼称 し， 石 灰沈着の 起 こ る
最初の場 であ る と した ． 本 構 造物 は生 理 的石灰化
巣1 2ト1 8切 み な らず， 種 々 の 病的石灰化巣
19ト 2れ にも見
出さ れ て お り石灰化の 初期像形成 に 重 要な 役割をはた
し てい る こ と が広く認 め られ るに 至 っ た ． ま た最近で
は石 灰化 に お け る ミ ト コ ン ド リア の 機能が 重要視され
て お り， 実際に 皮膚の 損傷2軋や下垂体腺脛
2 9，
， 松果体胚
芽腫抑 ， 単純 ヘ ル ペ ス 脳炎3りな どで ミ トコ ン ドリ アに
最初の 石 灰沈着が起 こ る こ と が形態学的に 確認さ れて
い る ．
今回 著者は手術的に 摘出され た頭蓋咽頭腫を光頗，
電蹟 な ら びに X 線解析装置 を用 い て検索 した． 本論文
で は， 角質細胞の 変性 に よ り生 ず る類円形小体と張原
線推が本腫瘍の石灰化巣形成に 果 たす 役割に つ い て報
告す る ．
対象お よ び方法
当教室に お い て手術的 に 摘出さ れ た 頭蓋咽頭膵19
例 を対象と し， 全例 に 光顕的 お よ び電頗的検索を行
な っ た ． 光頭用 と して， ホル マ リ ン 固定後， 脱水
． パ
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ラ フ イ ン 包増 し， 薄切 切片 を作製 し て へ マ ト キ シ リ
ン．エ オ ジン くH Eう染色を施 した． 電頻 用 と し て， 摘
出した材料 を直ち に 1 へ 2 m m3 の 小 片に 細切 し， 0．1
M カコ ジル 酸ナ トリ ウム 緩衝液に よる 2．5％グ ル タ ー
ル アル デ ヒ ド固定液 くpH 7．4う で 2時間固定 し た． 次
い で， 1％オ ス ミ ウ ム 酸に よる 固定 を 2時間行 な っ た ．
固定後 は緩衝液 で組織 を約 10分間洗浄 し， 上 昇 エ タ
ノ ー ル 系列 く40％， 60％， 80％， 90％， 96％， 100％，
100％1に て脱水し， Mollenl1 a u e rの 方法32Iに 従 い ， エ
ボン 812－ アラ ル ダイ ト 502混合樹脂に 包埋 した ． 超薄
切片の 作製 は L K B．880 0型ウ ル ト ラ ミ ク ロ ト ー ム を
使用 し， ダイ ヤ モ ン ドナ イ フ に て行な っ た ． 酢酸ウ ラ
ニ ー ル と ク エ ン酸鉛 に よ る 二 重染色 を施 し， 日立 H－
60型電子 顕微鏡 で 観察 した． な お ， 超薄切片作製前に
同 一 包埋試料か ら厚さ 約 1ノ上 m の 切片 を作 り， トル イ
ジ ンブル ー 染色を施 し， 光顕 に て 観察 し， 電顕所見の
裏付けと した ． ま た 2例 に お ける 超薄切片 を エ ネ ル
ギ ー 分 散 型 X 線 分析 装 置 くKevex Co rpo r atio n，
Burlinga m e，C Alを用 い て近接ス ペ ク トル を定性的に
分析した． さ ら に 別の 2例 に お い て石 灰化巣 を含む組
織の乾燥粉末の 結晶構造 を X 繰 回折装置 く日本電子，
JD X－8P， 東京う を用 い て検討し た．
成 績
王． 対象症例 一 覧
対象と した 19例の 頭蓋咽頭腰に つ い て ，年令， 性別，
組織乳 お よび石 灰 化の 有無の 一 覧 を表 1に 示 した ．
年令は 1 へ 74才， 平均年令 33才， 男性 10例， 女性9
例であ っ た ． 組織学的に は エ ナメ ル 上 皮腫型 10例， 属
平上皮型9例であっ た ． 石灰化は光顕的に エ ナ メ ル 上
皮腫型 の 全例 に み られ た が， 扁平上 皮塾 に は い ずれ に
も認められ な か っ た ． 電顕的に 石 灰 化が確認さ れ た の
は9例の エ ナ メ ル 上 皮腫型 で ， その 内訳 は年令 ト ー 51
才， 平均年令20才， 男性 4例， 女性5例 で あ っ た ．
工I． 光顕 的観察
エ ナメ ル 上 皮腰型 の 腫瘍細胞は基 底層， 中間層， お
よび内層の 三 層構造 をと り， 角質細胞巣 は中間層， 内
乱 ある い は両者 に わ た っ て散在性 に認 め られ た． 角
質細胞の 胞体は周囲の 腫 瘍細胞よ り大き く， エ オ ジ ン
嗜好性で微細線推状 で あ っ た ． 核 は円形 な い し楕円形
であり， ク ロ マ チ ン は 少な く， 明 るく抜 け た よう に 見
えた． 石灰 沈着は全例に お い て 角質細胞巣内に 認め ら
れた
． 石灰化巣は数 声m の 微細顆粒状の も の か ら層状
または同心 円状構造 を 示 す 径 5叫 m 以 上 の も の ま で
さま ざまで あ っ た が， 径 20声m 前後 で 同心円状 の も の
が最も多く観察さ れ た く図 い ．
m ． 電顕 的観察
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エ ナ メ ル 上皮腫型 で は， 基底層 を形成す る細胞 は 一
般 に 円柱形 で棚状 の 配列 を示 し た． 細胞内 に は径 5
へ 6 n m の 太 さ の 微細線推 す なわ ち ト ノ フ ィ ラ メ ン ト
が集合 して 束状 に なり， 径0．1ノJm 前後の線推束 を形
成 して い た く図2う． トノ ア イ ラ メ ン トは細胞の長軸 に
ほぼ平行 に ， ある い は不 規則 に 走行 し， その 一 部 はデ
ス モ ゾ ー ム に 収束 して い た
． 中間層の細胞 は， 扁平ま
たは紡錘形 で あ り， ト ノ フ ィ ラ メ ン ト はその 数を増 し，
互 い に 癒合す る傾向を示 した． 内層の細胞は 一 般に 胞
体が小 さ く星 空状 で あり細胞間隙は拡大して い た． こ
れ ら の 腫瘍細胞 はそ の形， 大きさ， 配列な どに 遠い は
あ っ て も トノ フ ィ ラ メ ン トお よ び デ ス モ ゾ ー ム を も
ち， 胞体内に 遊離リ ボ ゾ ー ム， グリ コ ー ゲ ン額粒， ミ
ト コ ン ドリ アな どの小器官 が広く分布す ると い う共通
した細胞構築 を示 して い た ．
中間層お よび 内層に お い て は胞体の 大きな角質細胞
巣が島状に 散在 して い た． 角質細胞 に は核の 残存 して
い るも の と消失 した もの の両者が み られた が， 後者 の
ほう が は るか に 多く観察さ れ， 光顕 で核の 部位が明 る
Tablel． Su m m ary of 1 9cas es of cr a nio－
PharynglO m a
Ca se Age Se x Turn or Calcific atio n




































































































































A b br eviatio n s ニF， fe m ale i M， m ale ニ A d，
A da m antin o m ato u sty pe ニ Sq， Squ a m o u s
C elltype iL ．M ． ， Light micro s c op y こE． M ． ，
Ele ctr o n micro scop y．
ホ Ex amined with X－r ay micr o a n alyz er．
ホホ Ex a min ed with X－r ay difra cto m eter．
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Fig． l． Light mic r ogr aph ofada m a ntin o m ato u sty pe ofc r a niophar ngio m a■ Keratiniz ed c ellisla nds
くa ste risksIa ssociated with tiny c alcified bodie sくa rr o w sl． H ． E． X350．
Bar lル m
Fig．2． Ele ctro n micr ogr aph of the n e oplastic c ells in the basal zon e of tu m o r． Pro min e
nt
to n ofila m e nts， a S W ella s n u m e r o u sde m o s o m e s arepre se nt． X lO，000．
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Ba rlノJ m
Fig．3． Ele ctron micr ogr aph of ake ratiniz edc ell with irr egula r shaped n u cle u s a ndthicktonofibrils
and cytopla smic orga n elle s． X 6，500．
Barlp m
Fig． 4． Electr o nmic rogr aph ofdegenerated keratinized ce11s without nu cleu s． T her eare rem nants
Of m a nyto n ofibrils a nd c ellula rdebris． Inter rupted u nit m e mbr a n eis obs erbed as w ellta rr o w sl．
X4，100．
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く ぬ け て 見え た細胞 に 相当した ． 角質細胞で 核 の 残存
した もの で は く図3う， 核は切れ 込 み が多く 不 整形 を呈
した． 胞体内に は通常 ト ノ フ ィ ラ メ ン トが 多数集束 し，
径 0．2へ 0．7ノ上 m の 電子 密度 の 高 い 太 い 線維束 す な わ
ち張原 線推 を形成し て い た ． 張原線維は ほぼ核 を とり
か こ むよ う に 走行 し， そ の 間隙 に は遊離 リ ボゾ ー ム ，
粗直川－胞体， ミ トコ ン ドリ アが 広く 分布 して い た． こ
れ ら の 細胞 は多数の 細胞突起 を出 して 周囲の 細胞と デ
ス モ ゾ ー ム に より結合 して い る こ と が多 か っ た ． 一 方 ，
核が消失 した角質細胞に お い て は く図41， 張原線維以
外の 細胞内小器官は ほぼ消失 し， 張原線推自体 の 電子
密度も低 く な り， 胞体は全 体 に 低電子密度 を呈 し た．
核の 消失 した角質細胞 で は， 細胞が互 い に 隣接す る 部
分で は 不連続の 単位膜 を認 め る こ と が あ っ た が く図
り ， 多く の 場合細胞膜 も消失 して い た ． こ れ らの 核 を
失い 変性 した角質細胞の 張原線維の 間に ， 細胞 内小器
官の 残屑と とも に 直径0．15へ 0．5ノノm の 単位膜 に 包ま
れ た多数の 類円形小体が み られ ， あ る小 体の 内部 ある
い は その 膜上 に径約 10n m ， 長 さ 0．05旬 0．15ノ上 m の 針
状結晶の 集積が見られ た く図 5う． 針状結晶の あ るも の
は放射状， 同JL一円状 に 蓄積 し て こ の 小 体 を埋 め つ く し，
高電子 密度 の 球状の 石 灰 化小塊 を呈 した く図6 う
． さら
に 石 灰化 の 進ん だ状態で は石 灰 化小体 に 針状結晶が 多
数付着 した構造 を示 して 膜構造 を失 い ， その ある もの
は張原線経 と癒着し てい る所見が得られ た く図71
． 図
8 は針状結晶が 一 部 の 張原線維群に 沈着 し， これ に接
して 石灰 沈着が分葉状 に 進展 した構造 を示 す ． 図9 は
2町 皿 大の 石灰化巣 で あ り， 張原線推 お よ び その 間隙
が 針状結晶 に よ り置換さ れ， その 内部 に 未だ 針状結晶
の 付着を み な い 石 灰 化途上 に ある と思 わ れ る 張原線推
の 一 部 を残す 構造 を示 す ．
IV ． 微小 X 線分析 お よ ぴ X 繰回折
図 10 は石灰化部分 の 微小 X 線分 析図 で あ り， かレ
シ ウ ム と燐に 大きな ピ ー ク を示 した． 鋼の 部位の ピ ー
ク は標本保持の 嗣 メ ッ シ ュ よる も の で ある． 図 11 は石
灰化部分の 結晶構造の X 繰回折所見 で あ り， その 型は
JC P D SくJoint Co m mitte e o nPo wde r Diffra ctio n
Sta nda rdsJ カ ー ド に よ れ ば水酸化燐灰 石 くhydro xy－
apatitel， Cal。くPO416くO Hl2に 一 致 した．
考 察
1904 年 Erd heim3 3Jに よ り は じ め て 頭蓋咽 頭腫 が 4
Ba rO．5ノJm
Fig． 5． Ele ctro nmic r ogr aph ofu nit m e mbra n e－bo u nd v esicle sくIa rge a rr o w sJa m o ng the to n ofibrils
in the degene r ated ke r atin ized cell． Ne edle －Shaped min er aliz ed c rystals a redepo sited in som e
V e Sicle sくs m alla r r o wsl． X 58，500
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BarO．5月 m
Fig．6． Ele ctr o n micr ograph ofa v esicle showingr adiala cc u m ulatio n ofn eedle－Shaped crystals．
X58，00tう．
Ba rliL m
Fig．7． Ele ctr o nmicr ogr aph of n u m e r o u s c alcified bodie s a m o ng the to n ofibrils． x26，000．
938 佐 藤
Ba rlル nl
Fig．8． Electro n mic r ogr aph of a c alcified body． M a ny apatite crystals are pr e cipitated in the
SPa C e Sbetw ee nto n ofibrils． X15，700．
Ba rl 甘m
Fig．9． Ele ctr o nmicr ogr aph ofa la rge c alcified m a ss c o ntaining n u mer o u sto nofirils． T he spa c es
betw e ento n ofibrils a re alm o st c o mpletelyfilled with apatite c rystals． x5，70．
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Fig． 1 0． X－ray SPeCtr u m Ofa tiny c alcified a r eaby
e n erg y dispe rsiv e X ，r ay mic r o a n alysis． T he
min el－ a iz ed po rtio n c o ntain s c alciu m tC AJ a nd
pho spho r u sくPJ． Cop per pe ak くC Ul repres e nts





Fig．1 1． T he X－r ay diffr a ctio n patter n of the
CryStalsin a repr e se ntativ etu mor c oin cide s w ell
With hydr o xyapatite a sillu strated in theJCP DS
C a rd．
種の構成成分， す なわ ち 上皮 ， 結合組織， 血 管お よ び
星状膠細胞 に よ り構成さ れ て い る こ と が 報告され た．
1926年 に は Critchley ら
1，が本腫瘍の 組織構造 を エ ナ
メ ル上 皮腫 型 と扁 平 上 皮型 に 分類 し， 各々 の 特徴 を記
載し て い る ． 彼ら に よ れ ば， エ ナ メ ル 上 皮腫 型 で は腰
瘍実質細胞 は基 底層， 中間層お よ び内層の 明 確な 三 層
構造を示 すと い う ． こ れ らの 細胞層内に は壊死 に お ち
い っ た上皮細胞集団 す な わ ち角質細胞巣が散在 し， し
ばし ば石灰 化を伴 っ て し1たと して い る
． 著者 の 検索で
は エ ナ メ ル 上 皮腫 型 に お い て は基 底層と中間層の 境界
は明瞭 で あ っ たが 中間層と内層の 境界 は必 ず しも 明瞭
ではな か っ た
． 角質細胞塊 は中間層お よ び 内層の 細胞
層内に最も 多く認 め ら れ， こ こ に 頼粒状， 層状ま た は
同心円状の 石灰 沈着が多数観察され た ． Kalnin s細 も光
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顕 的に 本腫瘍の 石 灰沈 着は まず 実質上皮細胞層内 に 微
細な顆 粒と し て 生 じ， 次 い で 細胞全体に 拡が り上 皮細
胞の 崩壊 が 起 こ り， こ れ を核と して さ ら に 大 きな 石 灰
化巣が 形成 され る と述 べ て い る ．
頭蓋咽頭腰 の 電顕 的検索は限 られ ， 筆者が調 べ 得た
限り で は 10数の 報告が あ るの み で ある7 卜 11J．3 5 ト 4 51
．
し
か も腫 瘍の 実質細胞が ト ノ フ ィ ラ メ ン トと デ ス モ ゾ ー
ム を持つ 表皮類似の 腫瘍 で ある との 記載 に留ま る も の
が多 い ． 本腫 瘍が臨床的に 決し て ま れ で な い に も か か
わ らず その 電顕 的報告が 少 な い 理 由と して La ndolt別 ，
石倉 刷 ら は， り 石 灰 化 を伴う こ とが 多く， 電顕 用 の 超
薄切 片作製 に はガ ラス ナイ フ で は困難 で あ り ダイ ヤモ
ン ドナ イ フ が 必 要 で あ る， 2う 腫 瘍の 全摘出 は視床下
郎な どの 隣接組織の 損傷 を起 こ しや す い た め分割 ある
い は部分摘除に な らぎ る を えず， 電頗 用 の 試料と して
は致 命的な組織損傷を受 ける こと が多 い ， 3 コ盤胞 を
伴う場合が多く盛胞液の 吸 引や嚢胞壁の 開放の み に 終
わり ， 充分 な腫 瘍組織が得られ な い 場 合が多 い ， な ど
の 問題 点 を指摘 して い る ． 197 1年 G hatak ら71は エ ナ
メ ル 上 皮腫 型 の 頭蓋咽 頭腰一山 例に つ し1て その 組織構造
を電顕的に 詳細 に検索 し報告 した ． 彼ら は本腰 瘍の 実
質上皮細胞が皮膚 の 扁 平 上 軋 特 に 有棟細胞層 の 細
胞岬 と類 似し て い る こ と を指摘 して い る ． す なわ ち細
胞内を不規則 に 走行 する トノ フ ィ ラ メ ンtl 丸 種々 の
程度 に 存在 する グリ コ ー ゲ ン顆う軋 ミ トコ ン ド リア，
小胞体， 細胞と細胞 と を連結す る デス モ ゾ ー ム の 存在
な どが 特徴的な所見 で あ り， 細胞 の 大 きさ や形 ， 配列
等に 違い が あ っ て も細胞 の 基本的構造 はほ ぼ同じ で あ
る と い う
． 彼ら は ま た盛胞形成， 石 灰沈 着， 腰 瘍周 囲
脳 の グ リ オ ー ジ ス も本腰 瘍 に 特徴的 な所見 で あ る と
し， その 電頗 所見 も記 載 して い る ． 石倉10りま頭 蓋咽 頭腫
を エ ナ メ ル 上 皮腫 型 ， 扁平 上皮型 お よ び こ の 両型 の 組
織構造 をあ わ せ持 つ 混合型 の 三 型 に 分類し， お の お の
の 組織構造を検討 した． 彼は電顕 的に ， エ ナメ ル 上 皮
腫型 で は グリ コ ー ゲ ン顆 粒が 多く ， 細胞間隙が広 く ，
細胞突 起が少 なく ， 内層細胞 は 星 亡状で 小 さ い の に 対
し扁平 上皮 型 で はグ リ コ ー ゲ ン 顆粒 は少 なく， 細胞間
隙が狭く， 細胞突起 が 多く， 内層細胞は多角形 で 大 き
い の が 特徴 で ある と した． ま た 混合型 で は 両型 の 構造
を含み ， グ リ コ ー ゲ ン の 鼠 細胞間隙の 広さ， 細胞 突
起 の 数に お い て 中間の 状態が み られ た と い う ．
頭蓋咽頭腰 の 電顕的報告の う ち， 石 灰 化に 関す る記
載が ある の は G hatak ら71， Laldolt即9，， 石倉1 0，1 1切 論
文 の み で あ る． こ れ ら の 報告は本腰 瘍の 石 灰 化が 異常
な角化現象の 過程に お い て 生 じる と い う 点に お い て 共
通 し て い る ． す なわ ち G hatak ら71は角質細胞由来 の
嚢胞 の 内外に 石灰 化巣を観察 し て い る
． 石 灰 沈 着 は
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針状結晶の 集積と して認 め られ， 高度 の 石灰化の ため
に 他の小器官と の関係が認 めら れ な い もの と 張原線推
の間 に存在す る も のを認 め た． ま た Landolt
8桝 は， 頭
蓋咽 頭腫 に お ける角化過程 に お い て ， 核 は融解 し細胞
の 諸器官の 変性が起 こ り最終的 に 角質細胞 は完全に 壊
死 に お ちい り， そ の 空隙に 張原線経 と細胞の残骸な ら
びに 針状結晶 の集積 を認め， こ の結晶 は形態学的に 水
酸化燐灰石 くhydr o xyapatitel で あろう と推測 して い
る
． 石倉 岬 も 本腫瘍の 石灰化は角質細胞内に の み 見ら
れ電子 密度 の高い 針状結晶構造 を示 した と述 べ て い
る
． 角質細胞 の形態 に関 して 石倉 岬 は核 の存在 す るも
の と消失して い る もの とが あ る と報告し た． 本研究 に
お い て は， 角質細胞 は核 の 存在 し な い もの の 方が存
在す るも の よ りは る か に 多く観察 され ， 石灰化は前者
に お い ての み認め ら れた．
頭蓋咽頭腰 の角化現象は皮膚に お ける 生理的 な角化
現象4釘と は異な る角化形態 を示 す ． 特 に お の お の の 角
質層の形態 は著 しい 対照を示 した ． す なわ ち， 皮膚の
角質層内の細胞は扁平で 厚 さ は 1声m 以下 と非常 に 薄
く， 長径 は約 30メm で ある4
6 困
． 電顕 的に は核 や細胞
内小器官は す べ て 失わ れ て ケ ラ チ ン線経 と線推間物質
の み よ り形成 さ れ， い わ ゆ る ケ ラ チ ン パ タ ー ン を 示
す471． これ に 対 し頭蓋咽頭腫の角質細胞層で は個々 の
角質細胞 は他の上 皮細胞 に 比 して胞体が大きく， 光顕
的に は細胞の中心部が明る く抜 けた錯角化像を呈 する
こ とが 多か っ た ． 電顕的に は核お よ び ほ と ん どの細胞
内小器官は消失 してい る が張原線維 だ け は多数残存 し
てtlた
． 本研究 に お い て は こ れ らの 所見に 加 え， は じ
めて ， 変性に お ちい っ た角質細胞 の張原線維の間隙に
単位膜に 包ま れ た径 0．15へ 0．5ノJ m の 類円形の 小体が
形成さ れ る こ と を証明した ． 一 部の 類 円形小体 に はそ
の 内部あるい は膜上 に 針状結晶が沈着 し， こ れ が超微
細構造上 ， 頭蓋咽頭腫の石灰化巣形成 に お ける 最も初
期の形態で あ ると 考えら れ る．
頭 蓋咽頭腰 の石 灰化巣形成過程 に 認め ら れた 類円形
小体の 本態 に つ い て は 第 一 に m atrix ve sicle の 可能
性があげられ る． Matrix v e sicle は著者 に よ っ て 呼称
を異 に して報告され て い た ． 1967年 Bo n u c ci12Iは モ ル
モ ッ ト の正 常発育軟骨内 に 径 0．05へ 0．25声m の 小体
を見出し o s miophilicbody と呼 び， 本小体が膠原線推
間に 多数存在 して い る こ と よ り石 灰化と の関連性 を示
唆 した． 彼は次 い で こ の小体 を c alcifying globule sと
呼 称 し石 灰沈着 の起 こ る 最初 の場 で ある と 主 張 し
た1封
．
Ande r so n瑚 は培養 した マ ウ ス の 羊膜細胞 を筋肉
に 注入 す る実験 に よ り石灰 化巣 を作製 し こ の 部位 に 同
様 の小体を見出し， CytOpla s micflagm e nts と呼 んだ．
彼 は次 い で 正 常 マ ウ ス の 軟骨基質中 に 径 0．03へ 1．0
声m の単位膜に 包まれ た類円形小体の 存在 を報告し，
m atrix v e sicle と呼称 し， 本小体 は前述の 実験的石灰
化巣 に み ら れ た小体と同等 の 機能を も つ もの と主張し
た 川 ． 現在で は 初期 の石 灰化に 重要な役割 り を果たす
本小体 に は Ande rs o nが 提唱 し た m atrix v e sicle と
い う名称が 汎用 さ れ て い る1 4j 抑 ． 本 小体 は 軟骨の みで
なく骨組織l引 ， 歯芽 坤 川 ， ク モ 膜絨毛1引 とい っ た生理的
な石灰化をき たす組織中に 存在 す る こ とが相 つ い で報
告さ れ た． ま た軟骨肉腫 糊 ， 骨 肉腫 抑 ， 動脈壁の 石灰
化2り23 1， 鼓膜硬化症2 21， 髄膜腫2 4ト
2引
， 後縦靭帯骨化症2 7I
な ど の 病的石 灰化巣内に も 同様の 小体が見出され た．
Matrix v e sicle の 成因に 関 して Rabin o vitch ら4 97は，
い 細胞突起よ り 出芽， 2う 細胞内で形成さ れ た構造
物の 細胞外 へ の 突出， 3ン 細胞 の変性 ， 崩壊， 4I 細
胞よ り 分泌さ れ た s ubu nit の細胞外 で の 集合， の4つ
の 可 能性 を想定 し た． ま た 生 化学的 な検索で は，
M ats u z a w aら
5 01は 免 疫電顕 の 手法 に よ り ， m atrix
vesicle に ア ル カ ル ホ ス フ ァ タ
ー ゼ や A T Pa s eが多く
含 まれ る こ と を証明 した． M atrix v esicle に 脂質が含
ま れ る こ と は本小体が オ ス ミ ウ ム 好 性を 示 す 撒 こ とな
ど に よ り 形態学的 に も 指摘 さ れ て い た． Matrix
v e sicle の 膜 に は 多く の酸性燐月旨質 と りわ け ホ ス フ ァ
チ ジル セ リ ン が 含ま れ て お り5 1汚21， こ の も の は カ ル シ
ウム イ オ ン に 強 い 親和性 を持 つ と報告さ れ て い る531．
Ande r so n30Iは， 石 灰 化 の ご く 初期の 段階で は針状結
晶は m atrix v e sicle の 表面よ りむ し ろ内部 に 観察さ
れ る こ と が 多い の は ホ ス フ ァ チ ジ ル セ リ ン が m atrix
v e sicle の 膜の 内側 に 多 く分布 して い る こ と に 関係す
る も の と主 張 した．
頭蓋咽 頭腰の 石灰 化巣内に 認 め ら れ た額円形小体
の 本態 が ミ ト コ ン ド リ アで あ る可 能性 も考えられる．
ミ ト コ ン ド リ ア に は カ ル シ ウム イ オ ン や燐酸イ オ ンを
濃縮す る働 きの ある こ と が 知ら れ て い る5 4I5 引． Brigb．
to n ら56Iは組織化学的な手法 を用 い ， ラ ッ トの 骨成長
板の 特 に そ の 成熱帯 に お い て ミ ト コ ン ドリ ア お よび細
胞膜 に 強く カ ル シ ウム が集積 して い るの を観察し， 成
長板 に お い て 石 灰 化 の 起 こ る 最初 の 場 は m atrix
v e sicle で あ ろう と し なが ら も， ミ トコ ン ドリ アと石灰
沈着と の 密接な関係 を推定 した． その 後， M atthew s
ら 細 は 実験的 に 皮膚 に 石 灰 化巣 を つ く り ， 最初の 石灰
沈着が ミ ト コ ン ドリ ア に 生 じる と主 張 した． 同様の石
灰沈着の 所見 は下垂体腺腰2 9，， 松果 体部の 胚芽腰 抑 ， 単
純 ヘ ル ペ ス 脳炎3りな どに お い て も報告 され て い る ．
現在 ま で 報告され てい る生 矧 軋 病的石灰化巣に お
い て は石灰化の 進ん だ状態で は ほと ん ど膠原線継がそ
の 石 灰 化 巣 の 骨 格 を な す と さ れ て き
た1 2ト 和 一2 2榊 ト2 71，80148I． ま れ に 弾性線推2り2旺や細胞内線
頭蓋咽頭腰に お け る石灰 化巣形成過程 の 組織学的研究
推57－が その 骨格と な り う る こ とが 報告さ れ て い る ． 本
研究に お い て ， 頭蓋咽 頭腰に お け る石 灰 化は変性 に お
ちい っ た角質細胞の 張原線椎間に 生 じ た類円形 小 体に
針状結晶が沈着す る こ とに よ りは じま る こ と が示 さ れ
た． 石灰化の は じま っ た小体 に さ ら に 針状結晶の 集積
が進む と小体 は互 い に 癒合し， 石灰 沈着 は張原線雄の
間を拡が り その 間隙 を埋 め つ くす の み な らず， 張原線
維の表面に も石 灰沈着が起 こ り，
一
つ の大き な石 灰化
巣を形成す る に い た る． したが っ て 石 灰 化の 進行 した
状態で は類円形の 石 灰 化小体の 構造 は も はや不明瞭と
なり， 大き な石灰化巣 に お い ては張原 線推が そ の 骨格
として の 役割 をは たす も の と考え られ た ．
Du ckettら5 8Iは エ ネ ル ギ ー 分散 型 X 線分析装置 を
用い て 脳腰瘍の 石 灰 化巣の 検索を行な っ た結果， 同 一
の腫瘍に お い て は石 灰化巣の 化学組成も同 一 で ある と
報告した． 彼 らは頭蓋咽頭腫の 石灰 化巣に は カ ル シ ウ
ム ， 燐， お よ び硫 黄が 含 ま れ る と 主張 し た． し か し
Vilches
4 3Iら はカ ル シ ウム ， 燐， に 加 えて マ グ ネ シ ウム
も検出さ れ たが硫黄 は認め なか っ たと して い る ． 本研
究で得られ た結果は カル シ ウム と燐 に 明 ら か な ピ ー ク
を示し たが， 硫黄や マ グネ シ ウム は検出さ れ なか っ た ．
X繰回折 に よ る結晶構造の 検討59卿 で は本腰瘍の石 灰
化巣の 化学組成は カ ル シ ウ ム と燐 の化合物 で ある 水酸
化燐灰 石 仇ydr o xyapatitel， Cal 。くP O4l6くO Hl2で あ
る ことが判明 した． 水 酸化燐灰石 は生 理 的， 病的石灰
化巣を形成 する最 も 一 般的な物質とさ れ て い る3 01．
結 論
頭蓋咽頭腰1 9例 に つ い て 光顕的， 電顕自鳩昆察お よび
X線解析を行な い ， 本腫 瘍の 石 灰 化巣形成過程に つ い
て検討した ．
1 ． 石灰 化巣 は エ ナ メ ル 上皮腫 型腫瘍 く10例う の 全
例に認め られ たが ， 扁平上 皮型 腫瘍 く9 例コ で は い ず
れに も認め られ な か っ た ．
2 ． 光 顕的に は エ ナ メ ル 上皮腫 型腫 瘍 の 角質細胞内
に石灰 化を認めた
．
3 ． 電顕的に ， エ ナ メ ル 上皮腫 型腫 瘍の 角質細胞の
大部分 は変性に お ち い っ てお り張原練推以外の 細胞内
小器官は消失し てい た
． 張原線維の 間隙 に は膜 に 包ま
れ た直径0■15へ 0．5ノノ m の 類 円形小体 が 多数観察さ れ
た
． ある小体 に は 針状結晶構造物の 沈着が み ら れ た．
4 ． 類円形 小体 に 針状結晶が沈着し， 張原線推 に 波
及する と こ れ らは互 い に 癒合 して大 き な石 灰 化巣 を形
成した
．
5 ■ X 線解析 で は石 灰 化巣の 化学組成 は水酸化燐
灰石 くhydr o xyapatitel，Cal OくP O4l6くO Hl2 で あ っ た ．
941
謝 辞
稿 を終え る に臨 み， 御指導， 御校閲を賜 っ た山本 信二 郎教
授 に深謝致 します
．
ま た， 直接御指導い た だい た福 井医科大
学脳神経外科学教室， 久保田紀 彦助教捜， 御協力， 御教 示い
た だ い た国立金沢病 院脳神経外 科， 石倉彰博 士なら びに 金
沢大学脳神経外科 学教 室， 山鳩哲盛講師 に 厚く御礼 申しあ
げます．
なお ， 本論文の 要 旨の 一 部は ， 第 2 4回日本神経病理 学会
く名古屋， 198 3つ に お い て発 表した
．
文 献
1J Critchley， M ． 鹿 Ir o n side， R ． N ． こ T he pituita －
ry ada m a ntino m ata ． Brain，49， 437－481く19261．
2I Ru ss ell， D ． S． ， 皮 Rubin stein ， L． J． ニ Patholo－
g yoftum o u r s ofthe n er v o u s sy te m． 4thed． ， p32－
35 E dw a rd Arn 01d Ltd． ， Lo ndo n，1977．
針I Ztilich， K ． J－ こ Br ain Tu m o rs． 2nd ed． ， p228．
233， Ne w Yo rkSpringe rPublishingCo． ， Ne w York，
1965．
4J 脳 腫 瘍全国集計調査報告 こ 脳腫瘍全国統計委員
会編． 5， 11く1984I．
5I M a rtirL， F． Jr． 及 Le m n e n，L． J． ニ Calcific atio n
inintr a c r anialne opla s m s． A m ．J． Pathol． ，28，1107．
1131く 952う．
6I Lo v e， J． G． 及 M a rshall， T． M ． こ Cranio，
pha ryngio m a sくpituitary ada m a ntin o m a sI． Su rg．
Gyne c． Obstet．， 90， 591－601く19501．
7J G hatak， N ． R． ， H ir a n o， A ． 晶 Zim m e r m a n，II．
M ． 二 U ltr a str u ctu r e of a cra niopha ryngio m a．
Ca n c e r，27， 1465－1475く1971J．
8I La ndolt， A． M ． こ Die Ultr a str uktu r des
Kra niopha ryngio m s． Schw eiz ． Ar ch． Ne u r ol．
Ne u r o chir． Psychiat．， 111， 313－ 29く1972I．
9J La ndolt． A． M ． ニ Ultr a stru ctu re of hu m a n
S ella tum ors． Acta Ne u r o chir．くW ie nJsuppl． 22，104－
109く1975J．
10I 石 倉 彰 二 頭 蓋咽頭腫の 組織学的研究一光学顕
微鏡的電 子 顕 微鏡的観察
． 十全医会誌リ 83， 639－658
く1974J．
11ナ 石 倉 彰こ 頭蓋咽頭腫の 電子顕微鏡的観察． 医
療， 33， 360－363く1979う．
12I Bo n u c ci， E． こ Fin e stru cture ofe a rly c a rtilage
Calcific atio n． J． Ultr a str u ct． Res． ， 20， 33－50く1967J．




，， in epiphyse al
C a rtilage． Z． Zellforsh． M ikr o sk． An at．， 103，192－ 17
く1970I．
942 佐
14I Ande r s o n， II． C． こ Ve sicle s a s so ciated with
C alcific atio nin the m atrix ofepiphys e al c a rtilage．
J． Cell Biol． ，4l， 59－72く19 691．
15I Be r n ard， G． W ． 鹿 Pe a se， D． C． こ An ele ctron
mic r o sc oplC Study of initial intr a m e mbr a n o u s
OSte Ogen eSis． Am ． J． An at． ， 12 5， 271－290く1969I．
161 Be r n a rd， G． W ． こ U ltr a str u ctu r alobs e rv ations
of initial calcificatio nin de ntine and enam el． J．
Ultrastru ct． Res． ，41， 1－17く1972J．
17I Eise n m a rL， D． R ． 良 Glick， P． K． こ Ultra－
Str u Ctu re Of initial c rystal fo r m atio nin dentin ． J．
U ltr a str u ct． Res． ，41，18．28く19721．
1即 Ya m a sbim a， T． ， Eida， Sり Eubota ， T． 皮
Ya m a m ot ，S． ニ T he o rigin ofps a m m om abodiesin
the hum an a ra Chn oid villi． Acta Ne u r opathol．
くBe rl．1． ， 71， 19－25く1986I．
19I Schajowic z， F． ， Cabrini， R ． L． ，Sim e s， R ． J． 鹿
E leirL－S2a rLtO ， A ． J． P ． こ Ultr a stru ctu re ofcho ndro－
sa r c o m a． Clin ． Orthop． ， 100，3 78－386く19741．
201 Le e， W ． R リ 1肌 rie ， J． 鹿 To w n s e nd， A ． L． 二
Fin e stru ctu re of a radiatio n．indu c ed oste oge nic
s a rc o m a． Ca n c er，36， 1414－1425く1975l．
21I K im ， E． M ． ニ Calcific atio n of m atrix v e sicles
in hu m a n a o rtic v alv e a nd a o rtic m edia． Fed． Pr o c． ，
35， 156－162く1976う．
22I M an n， W ． R iede， U ． N ． ，Jo n a s，I． 鹿 Be ck， C－ こ
T he r ole of m atrix v esiclesin the pathoge n e si of
tym pan o s cle r o si ． Acta Otola ryngol． ， 89， 43－52
く19801．
23I Ta nim u ra， A ． ， McGr ego r， H ． 鹿 Ande r s o n， H ．
C． ニ M atrix v e sicle sin ather o s clerotic calcific atio n．
Pr o c． Exp． Biol． M ed．， 172， 173－177く1 9831．
241 Kubota， T．， H ir a n o， A ． ， Ya m a m ot ， S． 皮
Kajika w a， E ． こ T he fine stru cture of psam m o m a
bodyin m eningo cytic who rle s．J． Ne u r opathol． Exp．
Neu r olり 43， 37－44く19 錮1．
25I I h bota， T． ， Sato ， K ． ， Ya m a moto ， S． 鹿
Hir a n o， A ． こ Ultrastru ctu ralstudy ofthefo r m atio n
ofps a m m o m abodie sin fibr obla stic m e ni gio m a．J－
Neu r os u rg． ，60， 512－517く19841．
26ナ Enbota ， T． ， Hir a n o， A ． ， Sato ， E． 鹿
Ya m a rrLOtO ， S． こ F ine stru ctu r e of psa m m o m a
bodie s at the o uter a spe ct of blo od v e s sels in
m eningiom a． Acta Ne u r opathol．くBerl．1． ，66，163－166
く198引．
27ナ Eubota ， T． ， Sato， K ． ， Ka w a n o， H ． ，
Ya m a m ot ， S． ， Hir a n o， A ． 鹿 Ha shiz u m e， Y． こ
藤
Ultr a stru ctu re of e a rly c alcific atio n in c e rvic al
O SSific atio n ofthe po ste riorlongitudin al ligam ent．
J． Ne ur osurg． ，61， 131－ 35く1 98射．
28I Matthe w s，J． L－ ， M a rtin ， J． H ． 鹿 Ca rso n， F．
L． ニ Ultra stru ctu re of c alcifila xis in skin ． Metab．
Bo ne Dis． Relat．， 1， 219－226く197軋
29I IIs e， B． G． ， Rya n， N ． ， Ro Y a C S， E． 及 IIse， D．こ
Calciu m depo sitio nin hu m a npituita ry ade n om as
Studied byhistolog y， electr o n micr osc op y， ele ctr on
diffr a ctio n a nd X－r ay Spe Ctr O m etry． Exp． Pathol．．
18， 3 77－386く1980J．
30I Ande r s o n， H ． C． 二 Calcific atio n pr o ce sses．
Pathol． An n u． ， 15く21， 45－75く19801．
31 Kubota ． T． ， Eu saka． H ． ， H ir a n o， A ． 良 Llena，
J． こ Ultra stru cturalstudy ofea rly stage of c alcifi－
C atio nin he rpe s sim ple x e n c ephalits． Acta Ne ur o．
pathol．くBe rl．l．， 65， 77．79く19851．
32I M olle nha u er ， H ． H ． ニ Pla stic embedding
mixture s for u sein electr o n mic r o sc op y． Stain
Te chn ．， 39， 1 1 －114く19641．
33ナ Erdheim ， J． ニ けber Hy pophyse nga ng－
ges chwtilste u nd H ir n chole steato m e． Sitz u ng b． d．
K ． A kad． d． W iss e n s ch． A b III， 113， 537－726く1904J．
34I Kalnin s， V ． こ Calcific atio n a nd a m eloge nesis
in c ra niopha ryngio m a s． Or al Su rg． ， 31， 366－379
く1971I．
35I Hos s m a n n， K ． A ． 8t W e chsle r， W ． 二
Elektr o n e n mikr o skopie k indliche r H ir nge sch．
Wulste． lst ed．， p7 7－88， Europ． Kongr． W ie n， 1967．
36I Po on， T． P． ， Hir a n o， A． 鹿 Zim m e r m a n， H．
M ． こ Ele ctr o nmic r o s copic atla s of br ain tu m o rs．1t
ed． ， p86－91， Gru n e8E Str atto nIn c． ， New York，1971．
37I Fon cin ， J． F． こ M o rpholog y ultr a－Str u Ctur ale
de l
，
hy pophys ehu m ain e． Ne uro－ Chirurgie ， Suppl－
17， 10－24く19 711．
38I Hir a no ， A． ， Nytia， R ． ， Ghatak， N． R． 及
Zim m e r m a n， H． M ． こ Fen e str ated blo od v e ss elsin
c ra niopha ryngio m a． Acta Ne uropathol．くBerl．L26，
171－ 77く1973う．
391 M ala m 11d， N ． 息 H ir a n o， A ． 二 Atla s of n e uro
，
patholog y． 1st ed． ， p286
－290， Univ e rsity of
Califo rnia pr essLtd． ， Lo ndo n， 1974．
叫 平野 朝雄 こ 神経病理 を学 ぷ 人 の た め に ． 第1脱
248－250頁， 医学書院， 東京， 1976．
41 Lis z c z ak， T． ， Richa rdso n， E ． P． ， Phillips， J
－
P． ，Jac obso n，S． 鹿 Ke r nblith， P． L． ニ M o rpholog
l－
c al， bio che mic al， ultr a stru ctu ral， tis su e c ult r e a nd
頭蓋 咽頭腫 に お ける石 灰 化巣形成過程の 組織学的研究
clinical obr e rv atio n s of ty pic al a nd ag gre ssiv e
cr a niopha ryngio m a s． Acta Ne u r opathol．くBerり． ，43，
191－203く197即．
42I Mats u shim a， T． ， Fukui， M ． ， O hta ， M ． ，
Ya m aka w a， Y． ， Takaki， T． 鹿 Oka no ， H． 二 Ciliated
a nd goblet c ells in c ra niopha ryngio m a． Acta
Ne ur opathol，tBerl．L 50， 199－205く1 980I．
43I Yilche s， J リ Lope s， A ． ， M a rtiれeZ， 軋 C． 鹿
Go m ez， J． ニSc a n n lng a nd tr a n s missio n ele ctron
micr o sc op yof a c r a niopha ryngio m a こX－ ray micr o－
a n alytic al study of the intratu m oral min e ralized
deposits． Ultr a stru ct． Pat hol－ ， 2， 343－356く19811．
44I Ko v a cs， K． 及 Ho rv ath， E． こ Tu m o rs ofthe
pituita ry gla nd． 1st ed． ， P237
－25 1， Ar m ed fo rc es
in stitute ofpatholog y， W a shingto n， D． C． ，1986．
45I Mo s s， T． H ． こ Tu m o u rs ofthe n er v o u s sy te m．
lst ed．， p123，127， Springer－Verlag， Berlin，1986．
46I Brody， I． ニ T he ultr a str u ctu r e of the to n o－
fibrils in the ke ratiniz atio n pr o c e ss of n o r m al
hu m a n epidermis． J． Ultra stru ct． Res． ， 4， 264－297
く1960ユ．
47ナ Brody， I． こ T he ultr a stru Ctu r e Of the ho r ny
layerin n o r m al nd ps oriatic epide r mis a s re v e aled
by ele ctr o nmic ro s c op y． J． In v est． De r m atol．， 39，
519－527く19621．
48I Ande r son ， H ． C ． こ Ele ctr o n mic r o s c opic
Studie s of indu c ed c a rtilage de v elopm e nt a nd
C alcific atio n． J． Cell Biol． ， 35， 81－101く1967I．
49I Rabin o vitch， A． I． ． 良 Ande rs o n， H ． C． こ
Bioge n esi of m atrix v esicle in c a rtilage gr o wth
plate． Fed． Pr o c， ， 35， 11 2－11 6く1976l．
叫 M atsu za w a， T． 8t Ande rs son ， H ． C． 二 P ho s－
Phata se s ofepiphys e alc a rtilage studie sby ele ctr o n
micr os c opic cyto che mic al m ethods． J． H isto che m．
Cyto che m ．， 19，801－808u971 ．
51 Pe re ss， N． S． ， Ande r so n， H ． C． ， Sajde r a， S．
943
W ， こ T helipids ofm atrix v esiclesfro m v obin efetal
epiphys e alc a rtilage． Calcif． Tis su eRe s．，14，275－281
り97射．
52I W uthie r， R． E． こ Lipids c o mpo sitio n of isolat－
ed c a rtilage eells， m embr a n e s and m atrix v esicles．
Bio che m ． Biophys． Acta， 409，128－143く1975l．
53I Cotm o re， J． M ． ， N ichoIs， G． 鹿 W uthie r， R ．
E． こ P ho spholipid－ C alciu m pho sphate c o mple x こ
Enhanced c alciu m migr atio n in the pr e se n ce of
pho sphate． Scien c e， 172， 1339－1341く 9711．
54I Va singto n， F． D ． 鹿 M u rphy， J． V． ニ Ca廿
uptakeby r atkidn ey mito cho ndria a nd its depend，
en c e o n r espiratio n a nd phospho rylation ． J． Biol．
C he m． ，2 37， 2670．2677く1962I，
55I Ar s e nis， C． ニ Role of mito cho ndria in c alcifi－
C atio n． Bio cho m． Biophys． Re s． Com m u n． ，46， 1928．
1935く1972ン．
56I Brighto n． C． T． 鹿 Hu rLt， R． M ． こ H isto－
Chemic al loc aliz atio n of c alciu m in gr o wth plate
mito cho ndria a nd m atrix v e sicle s． Fed． Pr o c．， 54，
143－147く197 61．
57ナ Fe r e m c zy， A ．， TaleIIS， M ．， Z噌 hby， M ． 鹿
Hu s s ain ， S． S． こ Ultr a str u ctu r al studies onthe
m orphogen e si of ps a m m o m abodiesin o v a ria n
S e rO u S n e Opla sia ． Ca n c er，39， 2451－2459く19771．
58I Du ckett，S． ， Poirie r， J． 鹿 G al1e， P． こ Ele ctro n
microprobe study of c alcific atio nin hu m a nbr ain
tu m o rs． Acta Neuropathol． くBerり． ， 44， 145－146
く19781．
59J Nels o n，D． G． A． 鹿 Fe athel．StO rLe， J． D ． B． こ
Prepa ratio n， a n alysIS， a nd cha r a cteriz atio rl Of
C a rbo n ate apatites． Calcif． Tiss u eInt． ， 34， 69q81
く1982I．
601 久保田紀彦 二 後縦靭帯骨化症 と 黄靭帯 石 灰 化症
の 電顕 と 石灰化物質の X 線分析． 日燭 医報， 32，24－39
く19871．
944 佐 藤
HistologicalStudy ofthe M in e r aliz atio nPr o c essin Cra niopha ryngio m a Kaz ufu mi
Sato
，
Depart me nt of Ne u ros u rgery， School of Medicine， Kan a z a wa U niv e rs lty， K a n a z a w a9 20
－
J． Ju zen M ed． So c． ， 96， 93 2－ 94 4t1 9 871
Key w ords ニ C raniopharyngio ma， C alci ncatio n， m e mbr a n e－bo u nd r o u nd v esicle， tO nOfi bril，
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A bstr a ct
T he process of min eralization in cr a niopha rynglOm a W a Sin v estlgat e
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usu ally c om posed of n eoplastic epithelial c ells a nd n brou s co
n nectiv etissu es trom a． Isla nds of
kera tinized cells w e r eftequ e ntly se e nin the epithelialcellzon e． U ltra str u ctu ra11y， l n m O St Ofthe
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－0．1JLm in lenght， W er ePr e CIPltated within s o me
v esicles． T he ac c u m ulation ofcrystalsin the v e sicles and coalesc en c eofc alci ned v e sicles a nd
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initial pr oces s ofc alci ncation of craniopha rynglOm a． T he t on ofi brils m ay als o ser ve to o rient
apatitec rystal pre cipitation －
